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1 成分 ・性状 I
種類名：イソプロチオラン・フルトラニル水和剤
有効成分：イソプロチオラン………20%

フルトラニル••…………•25%
性 状：類白色水和性粉末45µm以下
規格：lkgXlO

I安 全性I

〔毒性区分〕 急性経口毒性(LDso) 急性経皮毒性(LDso)
誓通物 1ラットが辛 ＞5000mg/kg Iラットタ辛 ＞5000mg/kg 

〔魚毒性〕
コイ

LCso(48hr) 15.9mg/L 
ミジンコ

LCso(3hr) l OOmg/L 
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| 500 I 発病初期 | 8回以内 1 

| 250 | 0.58/m2 I 発病前 I 
ニ 8回以内 1 8回以内

l� 。28/m2 | | | l 早疇ロー
1 66~250 | 0.58/m | 

300~50o | 18/m2 | 
※印は本剤およびそれぞれの有効成分を含む農薬の総使用回数を示す。
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贔情回数

西洋芝（ベントグラス） l 根の伸長及び発根促進 I 2g/m, | 500曲／m|生育期(3月～5月) | 2回 I 散布| 8回以内 | 8回以内 1 

ベントグラスの発根促違効果
試験場所：熊本県ゴルフ場A
ペンクロスベントグラス1区21113反復
調査日：5/26,6/29,7/28

薬剤名 1使用量 1散布水量 1 処理月日
無処理
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1 
゜ 無処理 グラステンWPグラステ:,WP 対照剤A

3,4月4,5月

フェアリーリング病（ホコリタケ）に対する効果

広島県ゴルフ場B
練習グリ ーン

ベントグラス（ドミネント）
刈高4.3mm
1区2ポ 3反復
処理日：2015年7月9日、

7月21日
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病徴： （明瞭）＋＋＋～ ＋＋～ ＋～士～ （なし）一

刀＼効果•薬書等の注意 〕 I △安全使用上の注意 OO
●疑似葉腐病（春はげ症）に使用する場合、秋期(10月～11月頃）

に散布してください。
●ベントグラスに使用する場合、夏期高温時に連続散布すると薬

害を生じるおそれがあるので注意してください。
●水溶性内袋入りの製剤を使用する場合には次の事項に注意して

ください。
•内袋は、ぬれた手で触れないでください。
•外袋の開封後は、使い切ることが望ましいです。やむを得す侶t

管する場合でも、できるだけ速やかに使い切ってください。
●根の伸長及び発根促進に使用する場合は、生育期(3月～5月）

に1ケ月間隔で、2回散布してください。

●ミツバチに対して影唇があるので、以下のことに注意してく
ださい。
•ミッパチの巣箱及びその周辺にかからないようにしてください。
•養蜂が行われている地区では周辺への飛散に注意する等、ミ

ッパチの危害防止に努めてください。
●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにし

てください。
●本剤の使用に当たっては使用呈、使用時期、使用方法等を誤ら

ないように注意し、特に初めて使用する場合には病害虫防除所
等関係機関の指尋を受けるようにしてください。

●眼に対して刺激性があるので眼に入らないよう注意してください。
眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けてください。

●散布液調製時及び散布の際は保震メガネ、農薬用マスク、手袋、長
ズポン、長袖の作業衣などを着用してください。作業後は直ちに手
足、顔などを石けんでよく洗い、洗眼、うがいをするとともに衣服を
交換してください。

●かぷれやすい体質の人は取り扱いに十分に注意してください。
●魚毒性：通常の使用方法では影響は少ないですが、一時に広範囲に

使用する場合には十分注意してください。
●保管直射日光をさけ、食品と区別して、なるべく低温で乾燥した場

所に密封して保管してください。

●使用前にラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
●使用後の空袋は圃場などに放置せす、廃棄物処理業者に委託する等により適切に処理してください。

取扱店

寄株式会社ニチノ—緑化g函 9ヰ’““

本社 〒103-0001東京都中央区日本橋小伝馬町14-4岡谷ビルディング6F
ホームペ ージアドレスhttp://www.nichino-ryokka.co.Jp


